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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞
・症例検討会・行動制限最小化委員会が以下の通り開催されます。

日時　７月２４日（火）　13：30～

場所　病院2階　会議室

資料作成の協力をお願いします。なお、医療保護入院患者様継続検討入力の際は、医療保護入院の継続が必要である状況を明記して下さい。
・7/22(日)は庶務チーム不在となります。7/21(土)にまとめて発注するようにして下さい。

・高田マキ様が「本日、早朝の電話でのスタッフの対応が嫌だった」と話されていたこと、外来より情報提供がありました。電話対応について、話し方に注意し、相手の気分を害するような対応はしないようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　雄一　様～本日、日赤病院より連絡があり、前回受診時の処方箋を渡し忘れたので、受け取りに来て欲しいことと、診察料の過払い分があり、払戻金があること伝えられ、主治医より許可を頂き、急きょ外出しています。払戻金ついては、１週間程かかることから、次回の受診時（9/11）に受け取ることとしています。また、7/22（日）と7/29(日)の外出願いも、許可が出ています。

　　　　　　　　　年金の受給について、老齢厚生年金と、障害年金の受給金額を調査し、金額の多いほうを選択できるとのことから、年金事務所に本人と三浦ＳＷで行くことを主治医より許可していただいています。詳細については、後日お知らせいたします。

・布施　邦雄　様～本日、13時10分から父様と病棟スタッフ１名、本人の３名で青風荘の見学に行かれています。

・林　田鶴子　様～本日より外泊となっていますので、外泊中の生活や服薬についての確認、何かあったときの当院への連絡など確実に伝えましょう。また、7/27（金）に退院前訪問と、あぐりの里見学を実施予定としています。三浦ＳＷから御家族様へ7/23(月)に連絡をすることとなっています。

＜注目患者様ケース検討＞

・稲垣　恵利子様～本日は、過度の飲水要求なく、行動にも落ち着きが見られています。引き続き行動観察をしていきましょう。

・倉橋　生子　様～菊地様に対する過度な接触を、スタッフより指摘されたことについて、大声を出すことや、素っ気ない態度がみられています。気分変動の態度に惑わされず、冷静に対応し、観察していきましょう。

・菊地　明子　様～本日、午前３時３０分就床、午前４時起床となっており、睡眠状況は良くありませんでしたが、疲労感、眠気の訴えなく日課に取り組まれています。本人も、「今日は涼しいから、体調が良い」と話されています。これから、疲労感等表れる可能性もあるので、引き続き注意観察していきましょう。

・伊藤　五十二様～本日は、痛みの持続あるものの安静を取ることが出来ています。バイタルの数値も安定しています。喫煙の過度な要求もなく、決められた本数を守ることが出来ています。食事の際に、全量の摂取と水分補給をしいていただくよう関わっていきましょう。

＜ＳＳＴミーティング＞

・短期目標の確認。

・ロールプレイの実施について、できるだけメンバー全員が行えるように各週ごとに調整して行ってみましょう。

＜猪股Drケースカンファレンス・診察＞

・日向端　庸男様～認知症と知能検査の実施について主治医より問われると、了解されています。

　　　　　　　　　物忘れについては、「たまにあります」と返答されています。検査実施について、今後記憶しているか、随時確認をしていきましょう。

・布施　邦雄　様～本日、父様と青風荘の施設見学に行かれています。

　　　　　　診察→施設の見学について、主治医に感想を聞かれると、「途中までの階段が険しかった。施設は男女混合の下宿所みたいだ」と話されています。父様と会った後の精神症状の変化が考えられますので、観察を行っていきましょう。

・古川　富蔵様～主治医より、「現在の状態で自宅退院した場合、母様と一緒にやっていけますか？」と質問され、「はい」と返答されています。「母様はどう考えているのか？」

　　　　　　　　とさらに質問されると、「動きが鈍いから、ダメと言われるかも」と話されています。

・井上　和美　様～ファルコバ点眼液１本処方となっています。

　　　　　

◎日向端　庸男様の症例検討会実施しています。（別紙参照）
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別　　　　　紙

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者：岩藤　良子

カンファレンスシート　　　　　　　　　　実施日：平成24年7月20日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回目　日向端　庸男様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前回　平成　24　年　3月　2　日実施

	医師方針
	薬物、精神療法により回復改善を図る

	看護方針
	日常生活に必要な事を学び可能性なら早期の社会復帰


	本人の希望
	社会復帰したい。（入所できるならどこでも良い）

	御家族の希望
	御家族の都合により自宅退院は無理の為、アルコールを飲まない事で単身生活が出来るならさせたいが、無理なら施設入所を希望する。

	現在の様子
	・嗜好品の期限日を忘れ廃棄する回数が多い事を問題点に挙げていましたが、以前よりは、スタッフの促しに耳を傾け廃棄回数が減っています。床頭台の上の物は、後片付けできているが、衣装ケースの上に、お菓子・果物を挙げて放置している事が見られ、介入や見守りによって後始末が出来ている。

・日にち、曜日等を聞くことに、自らぼけだからと言い答えずに以前はいたが、現在は、カレンダーを見たりして、答える努力をする姿勢が見られている。
・急性湿疹両上下肢の掻痒感著しい事から、皮膚科診察で内服薬処方をして頂き経過観察としている。
・対人交流に関しては、依然は同室者の不満聞かれていたが、共に一緒にホールで過ごし、会話する様子が現在は、時折見られている。ただ、団体行動が苦手を言い、リハビリテーションプログラム内の種目を選出し、整理体操のみ参加し、独自で運動している光景は、継続し見られている。

・ご家族の交流は、月1回または2ケ月に1回の割合で小遣い銭を渡す事とさし入れを持参し会話も短時間で終えている。今年の3月に、御家族と本人を交えて、将来についてどうするかを聞き、御家族は、「本人に任せる」、本人は、「自分を受け入れる場所があるならそこに行きたい」と話されていた。上記内容は、スタッフ間では情報共有していたが、具体的な方向性を御家族から聞けずにいました。6月に担当スタッフが面会に立ち会えた事で、以前に言われていた事を具体的に考える為、主治医に現在の病状や退院が出来る事が、可能なのかを聞いてみたいので面談をしたいと要望があり、御家族の都合の良い日を伝えて頂く事と、主治医からの確認の必要性を説明していました。　7月1日に、兄夫婦が来院。主治医との面談日を7月27日にと担当スタッフに伝える為に、面会を交えて話され後日、主治医から伺いを立てお知らせする事を約束し帰られている。

	
	　＜薬物療法＞

1）ノイロビタン　３T

　ネオファーゲンC　３T　　3×ｎｄＥ

2）メデビース（0.5）１T　１×Vds

3）コリネール（10）2T　2×朝・夕

	前回検討した症例により表出された問題に対し、支援を行った結果と評価
現在、表出される問題点

	＜抽出された問題点＞

＜支援・評価＞

①嗜好品の賞味期限を守れず破棄する回数が多いケアプランに挙げ、評価や振り返りにより、物忘れあり廃棄する回数は減っているが、購入内容の確認に関しては、依然よりは拒絶する回数は、減っているが、必要ないと伝える状況は続いている。

引き続き決められたルールを伝える事の必要性を説明していく。

②現在、団体行動に関して、拒否的発言あり、病院行事や団体での移動を拒み不参加となっている事が時折見られている為、団体生活で必要な事を説明する事で、依然よりは、今年の花見会には参加出来る様になっている。引き続き、団体生活で何を学ぶ事が必要かを話し合っていく。

③ご家族の意向を示して頂き主治医の面談後、家族教育や支援内容を説明していく。本人様には環境の変化でストレス等を溜めない解消方法等を資料を提供し一緒に考えるようにする。また、薬の必要性は継続する様に説明し理解をもとめていく。

＜＜抽出された問題点＞

①今後の方向性が見極めない事から、不信感を抱き、信頼関係保てない

観察項目→１余暇時の過ごし方や、他者への発言内容
２、睡眠状況（早朝・不眠等）

３スタッフへの言動


	今後の必要と

考えられる支援

看護の具体的な支援計画


	＜支援計画＞

1 自室で過ごす時間が長く見られたら、声掛けや訴えを傾聴し、受容的態度で示す様に関わる。

2 睡眠のリズムが崩れる状況が目立つ様になったら、理由を問いかけ、悩みや不満を話せる雰囲気づくりをして傾聴していき休息の必要性を説明する。

③退院に向けて、施設入所の場所を獲得できる様に、他職種やＰＳＷとの情報共有を密に行い早期に退院できる様に関わっていき、決定があった場合の、内容を本人に伝えて信頼関係を保っていくようにする。また、御家族に協力を得て頂き、外泊訓練を検討して頂く様に働きかけていく。




